
１ 相談受付の状況

（１）全体概況

それ以降、高い水準で推移している。さらに、経路別受理件数の内訳は、図１－２のとおりであり、家族・親

戚からが約半数を占めている。この経路は障害相談や育成相談に関するものが多い。

［統計資料：表１、２参照］

　　(注)こどもホットラインでの相談受付数は、令和4年までは中央児相、令和5年は各児相で計上している。

　また、最近１０年間の相談受理件数の推移は図１-1のとおりである。総件数は平成１６年度に大きく増加し

Ⅳ　事業の状況

　令和５年度の群馬県全体における相談受理件数は１１,０６４件で、対前年度比９８３件（８％）の減少と

なっている。
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図１－１ 相談受理件数の年度別推移
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家族・親戚 市町村 警察等 学校等 県等 児童本人 近隣・知人
保健所・
医療機関

中央児相 2,494 545 419 210 133 220 51 53

北部児相 755 242 166 44 60 15 23 12

西部児相 1,079 386 442 123 190 74 141 18

東部児相 1,305 650 366 226 133 46 83 44

群馬県 5,633 1,823 1,393 603 516 355 298 127

児童福祉
施設等

認定こども
園

里親 家庭裁判所
児童家庭支
援センター

児童委員 その他 計

中央児相 27 2 3 3 67 4,227

北部児相 4 4 27 1,352

西部児相 16 5 2 2 33 2,511

東部児相 24 10 4 2 2 79 2,974

群馬県 71 21 9 5 2 2 206 11,064
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図１－２ 経路別受理件数
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（２）相談別受理状況

　

［統計資料：表２参照］

　最近１０年間の相談別受理件数の推移（図２）は次のとおりである。
　令和５年度は、前年度から約８％相談件数が減少した。相談種別ごとの増減について、障害相談の増加率は約
３％であった。
　一方、障害相談を除いた全ての種別については、前年度と比べ相談件数が減少となった。
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図２ 相談別受理件数の年度別推移
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（３）年齢別受理状況
　児童相談所が令和５年度に受理した相談件数について、児童の年齢層別に相談内容別構成割合を示し

歳は、養護相談（虐待相談を含む）が約７割を占め、保健相談の割合も他の年齢層に比べて高い。２～５歳

たものが下図である。この図に見るように、各年齢層によって相談内容の構成割合が異なる。例えば、０～１

以上は障害相談の割合が高くなり、また、１２歳以降においては非行相談の割合が高くなっている。
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図３ 年齢別の相談内容別構成割合
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（４）虐待相談
　 令和５年度の虐待相談は、前年度比２３９件（－１２．１％）減の１，７３８件となり、令和元年度の相談件数と
同水準になっている。
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図４-１ 虐待相談の受付状況
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図４－５ 援助の状況
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